
全国的に人口減少・少子高齢化と東京圏の転入超過が続く中、柏崎市では年間約 1,000 人の人口が減少してい
ます。 現在約 82,000 人の人口が、このまま何もしなければ、10 年ごとに 10,000 人減少し、40 年後には半数
以下になる可能性があります。そこで、若い世代の転出抑制と、女性が安心して暮らし続けたいと思える魅力的
なまちづくりにより、40 年後（2060 年）に約 50,000 人の人口を維持するために「柏崎市第 2 期まち・ひと・
しごと創生総合戦略」を策定しました（計画期間：令和 2（2020）～６（2024）年度）。

地域産業の振興を図り雇用の場をつくる
将来に夢を持ち、安心して暮らすために、地域産業の
活性化や新しい産業の創出、雇用対策の強化に取り組
みます。

定住を促す魅力あるまちをつくる
新卒者の地元での進学や就職による定住を促進します。
また、柏崎の魅力を市内外へ発信することで、市民の
皆さんの柏崎への誇りや愛着の醸成を図ります。

子どもを産み育てやすいまちをつくる
地域や企業など、市全体で子育て世帯を支える仕
組みづくりを進め、安心して出産し、働きながら
子育てができる環境をつくります。

地域の活力を担う人材をつくる
子どもから大人まで、各世代が柏崎への愛着を持てる
学校教育や生涯学習、市民活動の支援に取り組みます。
また、地域を支える人材の確保と育成を推進します。

■ 近年の人口動態
平成 18（2006）年にはほぼ同数だった転
入者と転出者の数が、平成 30（2018）年
には 300 人を超える転出超過になりまし
た。特に若い女性の転出が多い状況です。
また、直近５年間の出生者数は、死亡者数
の５割に満たない状況です。

■ 将来の人口展望

■ 第２期総合戦略の目標
「柏崎市第２期まち・ひと・しごと創生総合戦略」は
「若者と女性が誇りと愛着を持って暮らす」を最重点目標として、４つの基本目標を定めました。

市は部署を超えた連携、民間企業の取り組みとの連携強化を図りながら推進します。
また、この総合戦略の進行管理を行いながら、新たな施策の検討や見直しも行っていきます。
総合戦略はホームページに掲載している他、市役所 4 階企画政策課でご覧いただけます。

40 年後の柏崎のために、みんなで一緒に考えましょう

問企画政策課　☎21・2321　℻24・7714

94,648
86,833

73,070

72,043
71,060

64,630

61,548
59,709

57,085

51,797
48,899

50,345

43,005

39,055

H7
（1995）年

H17
（2005）年

H27
（2015）年

R22
（2040）年

R32
（2050）年

R42
（2060）年

R12
（2030）年

年

人

110,000

100,000

90,000

80,000

70,000

60,000

50,000

40,000

0

出生率と転出超過が回復した場合
合計特殊出生率が回復した場合
現状のまま推移した場合

実績値 推計値

H18（2007）年 H30（2018）年0

1,500

2,500

2,000

3,000

2,475 2,406 2,259
1,914

H30（2018）年
転出転入の差
345 人69人

H18（2007）年
転出転入の差

転出 転出転入 転入

「柏崎市第 2期まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定

皆さんの生活
■年少人口の減少で、学校行事や部活動の実施が難しくなり、集団生活での学びの機会が失われます。
■医療・介護に関する費用が増加する一方で、医療・介護従事者が不足し、今と同じレベルのサービス提供
　が難しくなります。

行政サービス
■家屋の減少により、固定資産税の減収や、地価の下落を招くことになります。
■特に、中心市街地の衰退による地価の下落は、市税収入に大きく影響するため、財政力の低下が進みます。
■財政力の低下が進むと、住民ニーズへの対応や公共施設の整備や維持管理など、必要な市民サービスの低
　下が懸念されます。

地域経済
■労働力人口の減少で、消費市場規模が縮小し、労働生産性が変わらなければ、生産額も減少します。
■生産年齢人口の減少で、市内総生産額も減少するものと予想されます。

もしこのまま何もしないで、39,000 人になると、こんなことになってしまう可能性が…市民の皆さん

量から質への変換、意識の転換
歴史や伝統など本市の資源を大切にしつつ、量の時
代から質の時代への変革と、新たな高みを見出そう
とする意志を持ち、豊かで質の高い地方都市として
の魅力を高めます。
新しい時代の流れを力にする
IoT（さまざまなものがインターネットに接続される
技術）や AI（人間の知能を模倣する技術）などを活
用し、地方においても快適で活力に満ちた質の高い生
活を送ることができるように施策を推進します。また、
持続可能な社会の実現を目指す「SDGｓ」の基本理
念を持って取り組みを促進します。

■計画推進のための基本的な視点

■柏崎の魅力を、たくさんの人に伝えてください。
友人や親戚へ、仕事で関わる人たちへ、そして大
人から子どもたちへ柏崎の魅力を伝え、知っても
らうことはとても大切です。地道な活動にみんな
で取り組むことで、とても大きな力になります。
■ふれあい講座で「柏崎市第２期まち・ひと・
しごと創生総合戦略」の内容を詳しくお伝えし
ます。ご参加いただき、皆さんのご意見をお聞
かせください。申し込み方法など、詳しくは広
報かしわざき 28 ページをご覧ください。

■具体的な行動

■ 計画の推進 市 HP「柏崎市第２期ま
ち・ひと・しごと創生総
合戦略」を策定しました

※ＳＤＧｓ（SUSTAINABLE  DEVELOPMENT GOALS)…
2015 年９月の国連サミットで採択された 2030 年を期限とす
る持続可能な社会の実現を目指す国際社会全体の 17 の目標。

企業の皆さん
■若者と女性が将来に夢を持ち、安心して暮
らし続けるために、雇用の確保、労働環境の
整備、地域産業の活性化など、市のさまざま
な支援事業などの活用や、人材育成などを協
働で進めていきましょう。
■進学で市外へ転出した若者が、就職やＵター
ンを考えるときに、柏崎を選んでもらえるよ
うに企業の魅力を発信しましょう。
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場
合
の
補
助
金
額

（
中
古
住
宅
で
居
住
者
が
不
在
と
な
っ
て

か
ら
１
年
未
満
の
住
宅
も
含
む
）

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
金
額

❷
克
雪
す
ま
い
づ
く
り

　
支
援
事
業

克
雪
住
宅
（
屋
根
融
雪
装
置
や
急
勾
配

の
屋
根
な
ど
と
し
た
住
宅
の
こ
と
）
の
新

築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
要
件

①
申
請
者
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
、
ま

た
は
有
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
お
り
、

市
税
に
未
納
が
無
い
こ
と

②
対
象
と
す
る
住
宅
は
指
定
地
区
内
に
あ

り
、
申
請
者
が
自
ら
居
住
ま
た
は
所
有
す

る
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
指
定
地
区
は
、
鵜

川
、
中
通
、
高
柳
町
、
上
条
、
中
鯖
石
、

北
鯖
石
、
南
鯖
石
、
田
尻
、
別
俣
、
高

田
、
野
田
、
北
条
、
上
米
山
地
区
）

③
新
築
、
増
改
築
、
改
良
工
事
を
し
て
克

雪
住
宅
の
種
類
に
応
じ
た
基
準
に
合
わ

せ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
建
売
克
雪
住
宅

を
買
う
こ
と
。

④
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
３
月
12
日
㈮

ま
で
に
実
績
報
告
を
す
る
こ
と
。

◆
申
請
期
限
・
方
法

　
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
市
役
所
第
二
分

館
１
階
建
築
住
宅
課
へ
。

◆
補
助
対
象
工
事
費
の
例

●
克
雪
化
す
る
こ
と
に
よ
り
一
般
住
宅
よ

り
も
増
え
る
工
事
費

●
屋
根
融
雪
装
置
（
構
造
）
の
た
め
の
全

体
工
事
費

地
震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め
、

家
屋
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す
。
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

が
対
象
で
す
。

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

１
万
円
の
自
己
負
担
で
耐
震
診
断
が
で

き
ま
す
。

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
補
助
制
度

　改
修
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
の
約
３
分

の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。
壁
な
ど
を
補
強
し
、
一
定
の
基
準
以

上
に
す
る
改
修
工
事
が
対
象
で
す
。

◆
申
請
期
限
・
方
法
　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
直
接
、
市
役
所
第

二
分
館
１
階
建
築
住
宅
課
へ
。

※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
建
築

住
宅
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❸
木
造
住
宅
の

　
耐
震
診
断
費
の
補
助

　
　
（
自
己
負
担
１
万
円
）

　
木
造
住
宅
の
　 

　
耐
震
改
修
費
の
補
助

　
　
（
上
限
１
０
０
万
円
）

⑤
案
内
図
（
住
宅
の
位
置
が
分
か
る
も
の
）

⑥
リ
フ
ォ
ー
ム
内
容
が
分
か
る
図
面

⑦
写
真
（
住
宅
の
全
景
・
施
工
前
箇
所
）

⑧
工
事
見
積
書
の
コ
ピ
ー

⑨
誓
約
書

⑩
承
諾
書
・
同
意
書

◆
注
意
点

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

●
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て
か

ら
工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
前

に
工
事
に
着
手
し
た
場
合
、
補
助
金
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん

●
詳
し
い
補
助
の
要
件
・
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
申

請
の
手
引
き
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
要
件

（
空
き
家
と
は
１
年
以
上
居
住
者
が
い
な

い
住
宅
）

先
の
「
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
場
合
の
補
助
要
件
」
に
加
え
、
工
事

後
か
ら
５
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が
要
件

に
な
り
ま
す
。

※

空
き
家
は
賃
貸
借
の
住
宅
で
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

市ＨＰ
住まい快適リ
フォーム事業

◆
注
意
点

●
過
去
に
こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

金
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
子
育
て
世

帯
で
申
請
す
る
方
は
上
限
15
万
円
、

２
世
帯
住
宅
（
３
世
代
同
居
）
で
申

請
す
る
方
は
上
限
20
万
円
を
１
回
に

限
り
補
助
し
ま
す

●
旧
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
受
け
た

❸の木造住宅の耐震改修費の補

助と併せて利用することができ

ます。気軽にご相談ください。

方
と
そ
の
住
宅
も
、
対
象
に
な
り
ま
す

●
対
象
工
事
費
が
15
万
円
未
満
の
工
事
は

対
象
外
で
す

通常

子育て世帯

２世帯住宅

子育て世帯：中学生以下の子どもがいる世帯。
もしくは妊娠している方がいる世帯
２世帯住宅（３世代同居）：子育て世帯とその
親世帯が同居している住宅（実績報告までに
同居予定の場合を含む）

（3世代同居）

工事費の 20％　　 15 万円

工事費の 20％　　 30 万円

工事費の 20％　　 35 万円

補助上限額補助率区分

市内転居の場合

市外から転入の場合

子育て世帯、空き家バンク登録
物件はさらに 15 万円加算。
※補助対象工事費の合計が 50
万円未満の工事は対象外です。

50 万円

70 万円

補助上限額区分

問
建
築
住
宅
課
　
☎
21
・
２
２
９
０
　
℻
23
・
５
１
１
６
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◆
対
象
と
な
る
工
事

（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
補
助
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
次
の
必

須
工
事
（
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
）
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
必
須
工
事
を
行
う

と
、
必
須
工
事
以
外
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

も
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

必
須
工
事

①
長
寿
命
化
工
事
（
今
年
度
新
設
）

（例）
外
壁
や
床
、
屋
根
な
ど
の
修
繕
、

キ
ッ
チ
ン
な
ど
の
改
修
　
な
ど

②
省
エ
ネ
化
工
事

（例）
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
に
取
り
換
え
る
、
断
熱

窓
に
取
り
換
え
る
　
な
ど

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事

（例）
段
差
解
消
や
手
す
り
設
置
な
ど

④
耐
震
化
工
事

（例）
屋
根
の
耐
震
化
、
軽
量
化
、
基
礎
、

壁
を
補
強
す
る
　
な
ど

※

ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
な
ど
の
据
え
置
き
機
器

費
用
や
、
道
路
に
面
す
る
既
存
ブ
ロ
ッ

ク
塀
除
去
費
用
、
建
物
外
部
の
配
管
工

事
費
用
も
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
し

た
。

❶
住
ま
い
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助

住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
・
克
雪
化
工
事
・
耐
震
化
を
補
助
し
ま
す

◆
対
象
に
な
ら
な
い
例

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
必
須
工
事
を
行
っ
て
も
、
次
の
工
事
な

ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

●
建
物
外
の
工
事
（
排
水
設
備
の
管
路

は
対
象
）

●
店
舗
部
分
の
工
事

●
単
独
の
車
庫
・
物
置
の
工
事

●
各
種
申
請
手
数
料

◆
申
し
込
み

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

　
４
月
17
日
㈮
以
降
、
提
出
書
類
を
直

接
、
市
役
所
第
二
分
館
１
階
建
築
住
宅
課

へ
。
た
だ
し
、
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了

し
ま
す
。

◆
提
出
書
類

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

①
交
付
申
請
書
（
様
式
一
部
変
更
）

②
住
民
票
の
写
し
（
子
育
て
世
帯
・
２
世
帯

住
宅
は
世
帯
分
の
住
民
票
）

③
市
税
納
税
証
明
書
（
完
納
証
明
）

※

納
税
直
後
は
、
証
明
書
が
発
行
で
き
な

い
た
め
、
領
収
書
・
通
帳
な
ど
支
払
い

を
確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
で
す
。

④
住
宅
の
所
有
者
を
示
す
書
類
（
固
定
資
産

税
課
税
明
細
書
の
コ
ピ
ー
な
ど
。
空
き
家

で
賃
貸
借
す
る
住
宅
は
、
賃
貸
借
契
約
書

な
ど
）

住
宅
（
空
き
家
も
対
象
）
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

　す
る
場
合
の
補
助
要
件
　
　
　
　

①
市
内
に
あ
る
個
人
所
有
の
一
戸
建
て
住

宅
（
建
物
の
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
）

②
申
請
者
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
、
ま

た
は
有
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

③
市
税
ま
た
は
転
入
前
の
居
住
地
の
市
区

町
村
税
に
未
納
が
な
い
こ
と

④
住
宅
所
有
者
は
申
請
者
。
ま
た
は
ニ
親

等
以
内
の
親
族
で
あ
る
こ
と

⑤
施
工
者
は
、
市
内
に
本
社
が
あ
る
法
人

事
業
者
。
ま
た
は
市
内
に
住
民
登
録
し

て
い
る
個
人
事
業
者

⑥
必
須
工
事
を
１
つ
以
上
行
う
こ
と

⑦
工
事
完
了
後
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
３
月
12
日
㈮
ま
で
に
実
績
報
告
書
を

提
出
す
る
こ
と

◆
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

　す
る
場
合
の
補
助
金
額

（
中
古
住
宅
で
居
住
者
が
不
在
と
な
っ
て

か
ら
１
年
未
満
の
住
宅
も
含
む
）

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
金
額

❷
克
雪
す
ま
い
づ
く
り

　
支
援
事
業

克
雪
住
宅
（
屋
根
融
雪
装
置
や
急
勾
配

の
屋
根
な
ど
と
し
た
住
宅
の
こ
と
）
の
新

築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
な
ど
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

◆
補
助
要
件

①
申
請
者
は
市
内
に
住
所
が
あ
る
か
、
ま

た
は
有
す
る
こ
と
が
確
定
し
て
お
り
、

市
税
に
未
納
が
無
い
こ
と

②
対
象
と
す
る
住
宅
は
指
定
地
区
内
に
あ

り
、
申
請
者
が
自
ら
居
住
ま
た
は
所
有
す

る
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
指
定
地
区
は
、
鵜

川
、
中
通
、
高
柳
町
、
上
条
、
中
鯖
石
、

北
鯖
石
、
南
鯖
石
、
田
尻
、
別
俣
、
高

田
、
野
田
、
北
条
、
上
米
山
地
区
）

③
新
築
、
増
改
築
、
改
良
工
事
を
し
て
克

雪
住
宅
の
種
類
に
応
じ
た
基
準
に
合
わ

せ
る
こ
と
。
ま
た
は
、
建
売
克
雪
住
宅

を
買
う
こ
と
。

④
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
３
月
12
日
㈮

ま
で
に
実
績
報
告
を
す
る
こ
と
。

◆
申
請
期
限
・
方
法

　
10
月
30
日
㈮
ま
で
に
、
市
役
所
第
二
分

館
１
階
建
築
住
宅
課
へ
。

◆
補
助
対
象
工
事
費
の
例

●
克
雪
化
す
る
こ
と
に
よ
り
一
般
住
宅
よ

り
も
増
え
る
工
事
費

●
屋
根
融
雪
装
置
（
構
造
）
の
た
め
の
全

体
工
事
費

地
震
か
ら
家
族
と
財
産
を
守
る
た
め
、

家
屋
の
倒
壊
を
未
然
に
防
ぐ
改
修
費
用
を

補
助
し
ま
す
。
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年

５
月
31
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木
造
住
宅

が
対
象
で
す
。

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
費
補
助
制
度

１
万
円
の
自
己
負
担
で
耐
震
診
断
が
で

き
ま
す
。

◆
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
費
補
助
制
度

　改
修
工
事
に
か
か
っ
た
費
用
の
約
３
分

の
１
（
上
限
１
０
０
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。
壁
な
ど
を
補
強
し
、
一
定
の
基
準
以

上
に
す
る
改
修
工
事
が
対
象
で
す
。

◆
申
請
期
限
・
方
法
　
　
　
　
　
　

11
月
30
日
㈪
ま
で
に
直
接
、
市
役
所
第

二
分
館
１
階
建
築
住
宅
課
へ
。

※

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
し
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に
建
築

住
宅
課
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

❸
木
造
住
宅
の

　
耐
震
診
断
費
の
補
助

　
　
（
自
己
負
担
１
万
円
）

　
木
造
住
宅
の
　 

　
耐
震
改
修
費
の
補
助

　
　
（
上
限
１
０
０
万
円
）

⑤
案
内
図
（
住
宅
の
位
置
が
分
か
る
も
の
）

⑥
リ
フ
ォ
ー
ム
内
容
が
分
か
る
図
面

⑦
写
真
（
住
宅
の
全
景
・
施
工
前
箇
所
）

⑧
工
事
見
積
書
の
コ
ピ
ー

⑨
誓
約
書

⑩
承
諾
書
・
同
意
書

◆
注
意
点

　（
お
住
ま
い
の
住
宅
と
空
き
家
で
共
通
）

●
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知
を
受
け
て
か

ら
工
事
に
着
手
し
て
く
だ
さ
い
。
通
知
前

に
工
事
に
着
手
し
た
場
合
、
補
助
金
は
交

付
さ
れ
ま
せ
ん

●
詳
し
い
補
助
の
要
件
・
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
申

請
の
手
引
き
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

◆
空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
す
る

　場
合
の
補
助
要
件

（
空
き
家
と
は
１
年
以
上
居
住
者
が
い
な

い
住
宅
）

先
の
「
お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム

す
る
場
合
の
補
助
要
件
」
に
加
え
、
工
事

後
か
ら
５
年
以
上
居
住
す
る
こ
と
が
要
件

に
な
り
ま
す
。

※

空
き
家
は
賃
貸
借
の
住
宅
で
も
対
象
に
な

り
ま
す
。

市ＨＰ
住まい快適リ
フォーム事業

◆
注
意
点

●
過
去
に
こ
の
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助

金
の
交
付
を
受
け
た
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
子
育
て
世

帯
で
申
請
す
る
方
は
上
限
15
万
円
、

２
世
帯
住
宅
（
３
世
代
同
居
）
で
申

請
す
る
方
は
上
限
20
万
円
を
１
回
に

限
り
補
助
し
ま
す

●
旧
空
き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
を
受
け
た

❸の木造住宅の耐震改修費の補

助と併せて利用することができ

ます。気軽にご相談ください。

方
と
そ
の
住
宅
も
、
対
象
に
な
り
ま
す

●
対
象
工
事
費
が
15
万
円
未
満
の
工
事
は

対
象
外
で
す

通常

子育て世帯

２世帯住宅

子育て世帯：中学生以下の子どもがいる世帯。
もしくは妊娠している方がいる世帯
２世帯住宅（３世代同居）：子育て世帯とその
親世帯が同居している住宅（実績報告までに
同居予定の場合を含む）

（3世代同居）

工事費の 20％　　 15 万円

工事費の 20％　　 30 万円

工事費の 20％　　 35 万円

補助上限額補助率区分

市内転居の場合

市外から転入の場合

子育て世帯、空き家バンク登録
物件はさらに 15 万円加算。
※補助対象工事費の合計が 50
万円未満の工事は対象外です。

50 万円

70 万円

補助上限額区分

問
建
築
住
宅
課
　
☎
21
・
２
２
９
０
　
℻
23
・
５
１
１
６
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▼
内
容…

創
業
の
た
め
の
基
礎
知
識
を
学

び
、
創
業
計
画
の
作
成
を
行
い
ま
す

▼
と
き…

５
月
13
日
㈬
・
27
日
㈬
、
６
月

10
日
㈬
・
24
日
㈬
、
７
月
８
日
㈬
の
午
後

７
時
〜
９
時

※

５
月
13
日
㈬
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
、

７
月
８
日
㈬
は
午
後
９
時
30
分
ま
で
。

▼
と
こ
ろ…

モ
ー
リ
エ
２
（
東
本
町
）

▼
講
師…

栗
元
秀
樹
さ
ん
（
㈱
ク
ー
リ

エ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ズ
代
表
取
締
役
）

▼
定
員…

20
人
（
先
着
）

▼
受
講
料…

２
５
０
０
円
（
資
料
代
）

※

初
回
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

▼
持
ち
物…

筆
記
用
具
、
電
卓

▼
申
し
込
み…

４
月
30
日
㈭
ま
で
に
、
直

接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
、
柏
崎
信
用
金
庫

本
部
へ
。

※

申
込
書
は
柏
崎
信
用
金
庫
の
各
支
店
、

市
役
所
３
階
商
業
観
光
課
に
あ
る
他
、
柏

崎
信
用
金
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(https://

w
w

w
.ksbank.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
可
。

問
柏
崎
信
用
金
庫
本
部

　
☎
24
・
３
３
２
１

　
℻
22
・
７
７
４
７

▼
内
容…

市
内
金
融
機
関
で
借
り
入
れ
た

創
業
資
金
の
利
子
を
一
部
補
給
し
ま
す
。

▼
対
象…

市
内
で
創
業
し
、
創
業
後
５
年

以
内
に
創
業
資
金
を
借
り
た
方

※

対
象
外
と
な
る
事
業
も
あ
り
ま
す
。

▼
補
給
率…

融
資
利
率
か
ら
１
パ
ー
セ
ン

ト
を
引
い
た
率
（
最
大
２
パ
ー
セ
ン
ト
）

※

柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾
修
了
者
や
連

携
創
業
支
援
等
事
業
者
（
柏
崎
商
工
会
議

所
・
柏
崎
信
用
金
庫
・
第
四
銀
行
）
で
個

別
特
定
創
業
支
援
を
受
け
た
方
は
、
補
給

率
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
補
給
期
間…

融
資
日
か
ら
５
年
間

▼
申
し
込
み…

直
接
ま
た
は
電
話
で
市
役

所
３
階
商
業
観
光
課
へ
。

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４

　
℻
24
・
７
７
１
４

ひ
で
き

▼
内
容…

創
業
計
画
や
経
営
プ
ラ
ン
な

ど
、
専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

▼
と
き…

毎
月
第
２
・
４
木
曜
の
午
後
１

時
30
分
〜
４
時
30
分
（
１
人
１
時
間
）

※

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
と
こ
ろ…

柏
崎
商
工
会
議
所

▼
相
談
員…

小
松
俊
樹
さ
ん
（
中
小
企
業

診
断
士
）

▼
申
し
込
み…

電
話
で
柏
崎
商
工
会
議

所
へ
。

※

経
営
指
導
員
に
よ
る
相
談
は
毎
日
行
っ

て
い
ま
す
。
電
話
で
柏
崎
商
工
会
議
所
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
柏
崎
商
工
会
議
所

 

（
中
小
企
業
相
談
所
）

　
☎
22
・
３
１
６
１

　
℻
22
・
３
５
７
０

▼
対
象
（
⑴
⑵
共
通
）…

①
〜
③
の
い
ず

れ
か
の
条
件
を
満
た
し
、
６
カ
月
以
内
に

創
業
す
る
方

①
柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾
修
了
者

②
連
携
創
業
支
援
等
事
業
者
（
柏
崎
商
工

会
議
所
・
柏
崎
信
用
金
庫
・
第
四
銀
行
）

で
個
別
特
定
創
業
支
援
を
受
け
た
方

③
国
が
認
定
す
る
経
営
革
新
等
支
援
機
関

（
金
融
機
関
な
ど
）
の
支
援
を
受
け
て
創

業
計
画
を
作
成
し
、
連
携
創
業
支
援
等
事

業
者
で
そ
の
確
認
を
受
け
た
方

▼
申
し
込
み
（
⑴
⑵
共
通
）…
直
接
ま
た

は
電
話
で
市
役
所
３
階
商
業
観
光
課
へ
。

⑴
広
告
宣
伝
・
改
装
費

▼
内
容…

創
業
か
ら
１
年
以
内
に
市
内
事

業
者
を
使
っ
て
行
う
広
告
宣
伝
や
店
舗
の

改
装
な
ど
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。
申
請
前
に
行
っ
た
広
告
宣
伝
な
ど
は

対
象
外
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▼
上
限
額…

①
②
60
万
円
、
③
20
万
円

経
営
・
創
業
の
相
談

と
し
き

創
業
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
補
助
や
講
座
が
あ
り
ま
す
。

問
商
業
観
光
課
　
☎
21
・
２
３
３
４
　
℻ 

24
・
７
７
１
４

柏
崎
・
社
長
の
た
ま
ご
塾

⑵
事
業
所
家
賃
、
柏
崎
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
スK.Vivo

利
用
料
金

▼
内
容…

創
業
か
ら
１
年
以
内
に
発
生
す

る
市
内
事
業
所
の
家
賃
やK.Vivo

利
用
料

金
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

▼
上
限
額…

①
②
20
万
円
、
③
10
万
円

問
商
業
観
光
課

　
☎
21
・
２
３
３
４

　
℻
24
・
７
７
１
４

創
業
資
金
の
利
子
補
給

創
業
に
か
か
る
経
費
補
助

ケ
ー
ド
ッ
ト
ヴ
ィ
ー
ヴ
ォ

ＩＴ商品開発支援補助金

ものづくりリーディング
カンパニー成長投資助成金

企業振興条例に基づく課税
の特例および奨励金の交付

高度技術者育成推進助成金

知的財産権
取得支援助成金

国際規格認証
取得支援助成金

中小企業を
　　　応援します

問ものづくり振興課　
　☎21・2326　℻24・7714

設備投資 設備投資 設備投資

人材育成

企業ブランド向上企業ブランド向上商品開発

工場などを新築・増設したり、機械
装置を設置したりした場合、一定の
要件を満たすと固定資産税の軽減や、
奨励金の交付を受けることができます。
▶対象…製造業・道路貨物運送業・
こん包業・卸売業・農林水産物等販
売業・旅館業

先端設備等導入計画に掲げた労働生
産性（付加価値）向上の目標（年３％
向上）を達成した企業に対し、労働
生産性・新規雇用者数に応じた助成
金を支給します。
▶対象…製造業
▶限度額…一社につき年間 100 万円

生産性向上特別措置法に
基づく課税の特例

中小企業者が先端設備等導入計画の
認定を受けた場合、導入した設備の
固定資産税が３年間ゼロとなる税制
支援や国の補助金の優先採択などの
支援を受けることができます。
▶対象…全業種

業務に必要となる資格・免許・検定
の受験手数料や技能講習料、研修受
講料を助成します。
▶対象…製造業・情報サービス業・
インターネット付随サービス業
▶限度額…受験手数料は 1人 10 万
円（一社につき最大 20 万円、合格・
修了者のみ）、研修受講料は 1人３
万円（一社につき最大 10 万円）

知的財産権（特許権、実用新案権、
意匠権、商標権）の取得のための弁
理士費用や出願料などを助成します。
▶対象…製造業・情報サービス業・
インターネット付随サービス業
▶限度額…一社につき 60 万円

ＩＳＯマネジメントシステム規格や
セクター規格の取得に要する経費を
助成します。
▶対象…製造業・情報サービス業・
インターネット付随サービス業
▶限度額…一社につき 50 万円

大学との連携により、共同で行う新
製品・新技術の開発（既存の製品・
技術の改良を含む）で、事業計画の
認定を受けたものに対し、補助金を
交付します。
▶対象…情報サービス業・インター
ネット付随サービス業
▶限度額…一社につき 300 万円
▶事業計画書の受付期間
　＝5/1 ㈮～ 29 ㈮

柏崎技術開発振興協会 柏崎市ＩｏＴ推進ラボ

柏崎市ＩｏＴ推進ラボ
柏崎市ＩｏＴ推進ラボは、産学
官金が連携し、ＩｏＴ・ＡＩ技術
の導入や製造業のデジタル化を
担うＩＴ人材の育成を支援しま
す。ＩｏＴ関連の個別相談・導
入支援、基礎・実装体験、人材
育成などの支援があります。

柏崎技術開発振興協会
柏崎技術開発振興協会とは、柏
崎市、柏崎商工会議所、ものづ
くり企業の３者が一体で運営す
る、柏崎市のものづくり産業の
発展を目的とした公益支援団体
です。金属加工の知識・技能習
得の研修や、見本市出展・新製
品開発への助成などの支援があ
ります。

今年度実施する制度をご紹介します。設
備投資や人材育成、販路拡大や商品開発
を支援します。ご活用ください。

市ＨＰ
産業振興
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ＩＴ商品開発支援補助金

ものづくりリーディング
カンパニー成長投資助成金

企業振興条例に基づく課税
の特例および奨励金の交付

高度技術者育成推進助成金

知的財産権
取得支援助成金

国際規格認証
取得支援助成金

中小企業を
　　　応援します

問ものづくり振興課　
　☎21・2326　℻24・7714

設備投資 設備投資 設備投資

人材育成

企業ブランド向上企業ブランド向上商品開発

工場などを新築・増設したり、機械
装置を設置したりした場合、一定の
要件を満たすと固定資産税の軽減や、
奨励金の交付を受けることができます。
▶対象…製造業・道路貨物運送業・
こん包業・卸売業・農林水産物等販
売業・旅館業

先端設備等導入計画に掲げた労働生
産性（付加価値）向上の目標（年３％
向上）を達成した企業に対し、労働
生産性・新規雇用者数に応じた助成
金を支給します。
▶対象…製造業
▶限度額…一社につき年間 100 万円

生産性向上特別措置法に
基づく課税の特例

中小企業者が先端設備等導入計画の
認定を受けた場合、導入した設備の
固定資産税が３年間ゼロとなる税制
支援や国の補助金の優先採択などの
支援を受けることができます。
▶対象…全業種

業務に必要となる資格・免許・検定
の受験手数料や技能講習料、研修受
講料を助成します。
▶対象…製造業・情報サービス業・
インターネット付随サービス業
▶限度額…受験手数料は 1人 10 万
円（一社につき最大 20 万円、合格・
修了者のみ）、研修受講料は 1人３
万円（一社につき最大 10 万円）

知的財産権（特許権、実用新案権、
意匠権、商標権）の取得のための弁
理士費用や出願料などを助成します。
▶対象…製造業・情報サービス業・
インターネット付随サービス業
▶限度額…一社につき 60 万円

ＩＳＯマネジメントシステム規格や
セクター規格の取得に要する経費を
助成します。
▶対象…製造業・情報サービス業・
インターネット付随サービス業
▶限度額…一社につき 50 万円

大学との連携により、共同で行う新
製品・新技術の開発（既存の製品・
技術の改良を含む）で、事業計画の
認定を受けたものに対し、補助金を
交付します。
▶対象…情報サービス業・インター
ネット付随サービス業
▶限度額…一社につき 300 万円
▶事業計画書の受付期間
　＝5/1 ㈮～ 29 ㈮

柏崎技術開発振興協会 柏崎市ＩｏＴ推進ラボ

柏崎市ＩｏＴ推進ラボ
柏崎市ＩｏＴ推進ラボは、産学
官金が連携し、ＩｏＴ・ＡＩ技術
の導入や製造業のデジタル化を
担うＩＴ人材の育成を支援しま
す。ＩｏＴ関連の個別相談・導
入支援、基礎・実装体験、人材
育成などの支援があります。

柏崎技術開発振興協会
柏崎技術開発振興協会とは、柏
崎市、柏崎商工会議所、ものづ
くり企業の３者が一体で運営す
る、柏崎市のものづくり産業の
発展を目的とした公益支援団体
です。金属加工の知識・技能習
得の研修や、見本市出展・新製
品開発への助成などの支援があ
ります。

今年度実施する制度をご紹介します。設
備投資や人材育成、販路拡大や商品開発
を支援します。ご活用ください。

市ＨＰ
産業振興
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市ＨＰ
募集要項
先輩職員
インタビュー

▼第1次試験日…6/14㈰

▼試験案内・申込書…市役所4階人事課・高柳町事務所・西山町事務所にありま
す。直接または郵便で、請求してください。市ホームページからもダウンロー
ドできます。※郵便で請求する場合は、封筒の表に「受験申込書請求」と朱書
きし、84円切手を貼った宛名明記の返信用封筒（定形）を同封の上、人事課
（〒945-8511中央町5-50）へ。

▼申し込み…4/6㈪～5/22㈮（必着）に、持参または郵送で、人事課へ。
   ※持参する場合は、月～金曜の8：30～17：15受け付け。

問人事課　☎43・9143　℻24・7714

※採用予定人数は、退職者の状況 などで変更する場合があります。

●窓口業務の他にも、イベントの企画、道路や公園の
　設計、火災や災害の予防活動など、幅広い分野へ挑
　戦することで、高い倫理観と使命感、仕事に対する
　誇りが持てる！
●「ありがとう」という市民の皆さんからの感謝の言
　葉が仕事の原動力！
●たくさんの仕事を通じて新しい出会いが見つかる！
　柏崎の魅力も再発見できる！
●コスト意識・想像力・創造力・多面的かつ公平な視
　点を持って仕事をするのが醍醐味！
●市民の皆さんの生活に直結する仕事なので、責任感
　とやりがいを感じることができる！

さぁつくろう！ 柏崎市のミライを！
令和3（2021）年4月1日採用の柏崎市職員を募集

柏崎市職員のやりがい・魅力

募集職種・採用予定人数 受験対象年齢（以下の期間に生まれた方）
一般行政事務【大学卒業程度】6人程度
一般行政事務【司書資格】　若干名
一般行政事務【障害者】　4人程度
一般行政土木技師【大学卒業程度】
2人程度
保育士　3人程度
理学療法士　若干名
消防士【大学卒業程度】　2人程度
消防士【有資格者】　2人程度

平成8（1996）年4月2日～平成11（1999）年4月1日
昭和56（1981）年4月2日～平成11（1999）年4月1日
昭和61（1986）年4月2日～平成11（1999）年4月1日
昭和61（1986）年4月2日～平成13（2001）年4月1日

昭和61（1986）年4月2日～
昭和56（1981）年4月2日～
平成8（1996）年4月2日～平成11（1999）年4月1日
平成7（1995）年4月2日～平成13（2001）年4月1日

先
輩
職
員
イ
ン
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職
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募
集
詳
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